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第19回 富士さんへ謹賀新年 

～富士山あて年賀状～ 入賞・入選作品決定！ 
－美しい富士山を守り、未来へ引き継いで行くために－ 

 
シリーズ 富士北麓の動物 
－足元に春の気配－ 

 



第１9回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 

審 査 員 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識を高め、美しい富士山を将来にわたり守り

引き継ぐことを決意した「富士山憲章」の普及定着を図るため、富士山にあてた年賀状を募集しました。19回目を

迎え過去最多の44都道府県から1645点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞3点、優秀賞6点、審査員長

賞1点、審査員特別賞4点、企画力賞2点、表現力賞2点、メッセージ賞2点を含めた入選200点を決定いたしまし

た。たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

審査員長  櫻井   孝美  氏（安井賞受賞画家） 

審  査  員 松島   仁    氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授） 

         五十嵐 哲也  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主幹研究員) 

        秋本   梨恵  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主任研究員） 

        小林   紀子  氏（山梨県立美術館 主幹） 

        加藤   祥子  氏（山梨県立美術館 主任） 

        土屋   隆    氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長） 

橘田 菜花（山梨県） 舘野 由衣（山梨県） 堀 晶子（茨城県） 

◆シンプルで心地よい。 
◆大胆な構図を切り絵で表現し   
  細かい部分にも工夫がみられ 
  る。 
◆大きな太陽を前に屹立する富 
  士山に、小さくともたくましい勇 
  気と希望が溢れている。 

◆入選作品200点全てがすばらしく、見ていて心に染み入る作品が多く見られた。派手さはないが、手元に置いて 
  ずっと見ていたい作品があり、感動した。 
◆コロナ禍の閉塞感、ソーシャルディスタンスを目の前にし、富士山という存在を媒介に心の距離を縮めていこう、 
  富士山の雄姿に自身を投影し希望を見出していこうという心温まる作品が目立った。 
◆全体として表現力のレベルが高く、また、富士山へのあたたかいメッセージがそれぞれに込められており、他にな 
   い視点や独創的なアイデアのある作品が集まっていた。 
◆一点一点に注入されているパワーに圧倒された。県内外の多くの方が、富士山を見つめ、愛しているのだと改め 
   て感じることができた。 
◆印象に残ったのは、見守ってくれる存在として富士山を描く人が多かったこと。富士山に守ってもらいたいと願う 
  気持ちの広がりを感じた。 
◆技術的に優れ、独特の視点からセンスが光る作品が多かった。 
◆雄壮かつ美しい姿についてのメッセージが多く、その保全を願う気持ちが伝わる。メッセージも作品の一部として 
   丁寧に考えられ、作者の想いが感じられる。 

◆片目に映る富士山の輪郭が 

  ぼやけた表現が優しく、心引  

  きつけられる。 

◆大きいはずの富士山が小さ 

  な瞳の中に映った様を描い 

  たアイデア溢れる作品。 

◆二つの違う富士山が並ぶ構図 

  が斬新。 

◆離れて暮らす二人をつなぐの 

  がそれぞれの場所から遙かに 

  仰ぐ富士山であるという、切な 

  くも美しい一枚。 

最 優 秀 賞 

審 査 員 総 評 
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優秀賞 

審査員長賞 

企画力賞 

審査員特別賞 

表現力賞 メッセージ賞 

新田 渓斗（山梨県） 渡辺 菜々子（山梨県） 

望月 尚（静岡県） 

宮川 結衣（山梨県） 

金岩 朋佳（愛知県） 

やまもと りんか（山梨県） 

瀧口 百々那（山梨県） 
梶原 旅人（山梨県） 榎田 華羽（新潟県） 

打浪 紘一（大阪府） 

鶴田 美祈子（山梨県） 

竹内 碧彩（東京都） 

小玉 敬子（埼玉県） 

すけ川 あん（山梨県） 太田 大翔（山梨県） 中野 純蓮（山梨県） 反田 慶二郎（山梨県） 

２ 



   

 

 
 

２
年
ぶ
り
と
な
る
夏
の
開
山
か
ら
数
ヶ

月
、
「世
界
遺
産 

富
士
山
」を
身
近
に
感
じ
、

自
然
や
歴
史
、
文
化
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
あ
わ
せ
、
「富
士
山
に
ゴ
ミ

を
持
ち
込
ま
な
い
・捨
て
な
い
・気
づ
い
た
ゴ
ミ

は
拾
う
」
の
主
旨
の
も
と
清
掃
活
動
を
行
う
、

第
２
回
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
令
和
３

年
１０
月
３０
日
（土
）に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
残
雪
が
確
認
さ
れ

る
な
ど
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
気
持
ち
の
い
い
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
差
し
の
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
秋
晴
れ
の

中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
奥
庭
～
富
士
山

五
合
目
駐
車
場
ま
で
の
道
の
り
を
進
み
ま
し

た
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
終
え
た
参
加
者
み
な
さ

ん
の
達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
麓
へ
移
動
す
る
バ
ス
の
車
内
で
は
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
環
境
学
習
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

富
士
山
を
あ
と
に
す
る
こ
ろ
に
、
急
激
に
天

候
が
崩
れ
始
め
ま
し
た
が
、
何
と
か
難
を
の
が

れ
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
い

て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
歩
道
か
ら
側

道
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
の
中
で
家
電
の
不
法
投
棄

な
ど
も
あ
り
、
ゴ
ミ
の
計
量
に
も
参
加
し
た
小

学
生
の
男
子
児
童
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。  

結
果
は
、
可
燃
ゴ
ミ
１５

．
４
㎏
、
不
燃
ゴ
ミ

１０
．
８
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
み
な
ら
ず
、
自
然
は
一
度
壊
れ
て

し
ま
う
と
、
簡
単
に
は
再
生
で
き
ま
せ
ん
。 

 

子
供
た
ち
の
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
の
た

め
に
、
美
し
い
富
士
山
と
自
然
を
守
る
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

令
和
３
年
度
富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法

投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
【道
の
駅 

富

士
吉
田
】に
て
、
令
和
３
年
11
月
２７
日
（土
）

に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
山
梨
県
自
動
車
整
備
振
興
会
お

よ
び
富
士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
成
団
体
か
ら
の
49
名
の
協
力
の
も
と
、

不
法
投
棄
の
防
止
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
啓

発
物
品
お
よ
そ
５
０
０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
の
清
掃
活
動
も
行
い
、
可
燃
ゴ
ミ

６
．
９
kg
、
不
燃
ゴ
ミ
14
．
２
kg
の
ゴ
ミ
を
回

収
し
ま
し
た
。 

家
庭
ゴ
ミ
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
等
の
不
法
投

棄
が
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
は

も
と
よ
り
、
遠
方
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の

方
々
に
も
幅
広
く
不
法
投
棄
の
防
止
を
呼
び

か
け
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
環
境
保
全
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

令
和
３
年
12
月
11
日
（土
）、
今
年
度
を
締

め
く
く
る
大
規
模
な
清
掃
活
動
と
な
る
、
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「富
士
山
ク
ラ
ブ
」

主
催
の
富
士
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
（
鳴
沢

村
焼
間
地
区
清
掃
活
動
）に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
焼
間
地
区
に
は
数
十
年
前
か
ら
大
量
に

捨
て
ら
れ
た
建
築
廃
材
等
が
地
中
深
く
か
ら

埋
め
ら
れ
、
小
高
い
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
シ
ャ
ベ
ル
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
い
、
地
中

か
ら
ゴ
ミ
を
掘
り
出
し
、
分
別
を
す
る
と
い
う

地
道
な
作
業
を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
す
状
況
。

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
埋
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
が
残
っ

て
い
ま
す
。
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
日
が
、
一

日
も
早
く
お
と
ず
れ
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。 

  
 
 

 
 

SDGｓ 

～
持
続
可
能
な
開
発
目
標
～ 

 

世
界
中
で
取
り
組
む
こ
の
開
発
目
標
の
中
に

は
、
環
境
問
題
へ
の
目
標
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
人
々
の
活
動
が
自
然
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
ず
、
環
境
を
守
り
つ
つ
そ
の
活
動
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
富
士
山
や
周
辺
地
域
の
環
境
保
全

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
清

掃
活
動
用
の
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
を
無
料
で
配
布

し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
、
富
士
山

や
山
麓
地
域
で
清
掃
活
動
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（http
s:/

/
w

w
w

.y
a
m

a
n
a
sh

i-
k
an

k
o
u
.jp

/

v
o
lu

n
teer/

） 

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等 

 
 
 

不
法
投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

回収したゴミを計量 

富

士

山

ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
事

業 

令
和
３
年
度 

 
 

第
２
回
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

呼びかけの様子 

自然解説員の話を聞く様子 

３ 



  

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
「ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」の
一
つ
で
も

あ
る
「写
真
展
」を
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
学
校
構
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
は
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

感
想
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
予
想
以

上
の
反
響
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
一
同
感
激
！ 

今
後
も
様
々
な
場
所
で
写
真
展
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

         

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
学
校
を
訪
問
し
、
富
士
山
の

自
然
や
環
境
保
全
に
関
す
る
学
習
会
を
実
施

し
ま
し
た(

計
３
回
）。
「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」に
着
目
し
、

「富
士
山
の
自
然
を
守
る
為
に
で
き
る
こ
と
」を

考
え
て
頂
け
る
内
容
を
織
り
込
ん
だ
内
容
で

実
施
し
ま
し
た
。
学
習
会
を
通
じ
、
富
士
山
を

身
近
に
感
じ
て
頂
く
と
と
も
に
、
環
境
保
全
の

知
識
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
真

剣
な
表
情
で
聴
講
頂
き
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

研
修
等
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

         

東
海
自
然
歩
道
の
維
持
管
理
を
目
的
と
し

て
、
定
期
的
に
、
同
歩
道
が
ま
た
が
る
大
平
山

及
び
三
湖
台
を
定
期
的
に
点
検
し
て
い
ま
す
。

大
平
山
は
環
境
省
と
合
同
で
点
検
し
、
案
内

標
識
板
や
歩
道
の
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
利
用
す
る
東
海
自
然
歩
道
、
大
切
に

未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

       

 

エ
コ
ツ
ア
ー
で
青
木
ヶ
原
樹
海
等
に
立
ち
入

る
団
体
が
集
ま
り
、
遵
守
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

協
議
し
ま
し
た
。
富
士
山
北
麓
の
原
生
的
な
自

然
環
境
を
保
全
し
つ
つ
、
持
続
的
な
利
用
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
は
日

頃
の
巡
回
に
つ
い
て
報
告
し
、
情
報
の
共
有
化

を
図
り
ま
し
た
。 

 

      

 

 

毎
冬
、
吉
田
口
登
山
道
「馬
返
し
」に
て
、
登

山
者
へ
声
か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
装
備
品

の
確
認
、
登
山
道
の
情
報
提
供
等
に
よ
り
、
安

全
登
山
を
促
し
ま
す
。
厳
冬
期
の
富
士
山
は

登
山
経
験
が
豊
富
な
登
山
客
で
も
困
難
を
極

め
ま
す
。 

        

 

  

ご
自
身
は
も
と
よ
り
、 

 

ご
家
族
の
た
め
に
も
、 

 

是
非
、
安
全
登
山
を
！ 

２
０
２
１
年
10
月
～
２
０
２
２
年
２
月 

 
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

＜富士山レンジャー写真展＠富士吉田市の中学校＞ 

＜質疑応答の様子（12月16日） 

 ＠富士山世界遺産センター＞ 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会 

冬
山
登
山
安
全
啓
発 

東
海
自
然
歩
道
定
期
点
検 

＜出張講座（10月19日）to京都府の中学校＞ 

＜定期点検（11月10日）＠大平山＞ 

＜早朝の吉田口登山道「馬返し」駐車場にて＞ 

前日の夜から来ている登山者も・・・ 

「装備は万全ですか？ 」 

「登山届は出しましたか？ 」 

「決して無理はしないでください！」 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 h
ttp
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/
w

w
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右
上
の
写
真
は
昨
年
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真

展
で
も
紹
介
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
リ
ス
で
す
。
と

て
も
愛
ら
し
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
右
下
の

写
真
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
と
て
も

汚
い
で
す
が
、
実
は
全
く
同
じ
場
所
の
そ
の

後
の
姿
で
す
。 

次
の
写
真
。
上
の
写
真
は
精
進
湖
の
静
か

な
湖
畔
。
で
も
よ
く
見
る
と
岸
に
は
、
釣
り

用
の
エ
サ
袋
な
ど
が
散
乱
。
辺
り
を
探
す
と

溶
岩
に
釣
り
糸
が
幾
つ
も
絡
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
釣
り
針
も
。
こ
れ
で
は
水
鳥
な

ど
動
物
の
足
が
絡
ま
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。 実

際
、
河
口
湖
で
は
こ
ん
な
事
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
９
羽
の
雛
を

産
み
、
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
う

ち
２
羽
の
く
ち
ば
し
に
釣
り
針
が
刺
さ
っ
て

い
る
の
を
確
認
。
残
念
な
が
ら
そ
の
２
羽
は

そ
の
後
、
元
気
な
姿
が

確
認
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。 

 

中
に
は
「コ
ブ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
は
外
来
生
物
。

む
し
ろ
駆
除
に
な
る

じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う

人
が
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
確
か
に
コ
ブ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
元
々
は
河
口
湖
に
い
な
い
外

来
種
で
、
増
え
過
ぎ
れ
ば
生
態
系
に
影
響

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
人
間
の
捨
て
た
ゴ
ミ
で
命
を
落
と

し
て
良
い
と
い
う
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

上
の
グ
ラ
フ
は

富

士

山

レ

ン

ジ
ャ
ー
が
過
去

10
年
間
に
報
告

し
た
不
法
投
棄

の
件

数

で
す
。

(
今
年
度
は
１
月

末
迄
の
累
計) 

 

こ
れ
を
見
る

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に

関

係

な
く
、
年

百
件
以
上
の
不

法
投
棄
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

内
訳
を
見
る
と
、
昔
は
産
業
廃
棄
物
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
企
業
へ
の
規
制

強
化
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
が
減
り
、
代
わ

り
に
家
庭
用
品
や
家
電
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品
な

ど
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。 

な
お
、
こ
こ
に
は

粗
大
ゴ
ミ
な
ど
の

大
き
な
ゴ
ミ
が
含

ま
れ
て
い
ま
す

が
、
先
に
紹
介
し

た
よ
う
な
ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
等
は
カ

ウ
ン
ト
の
し
よ
う

が
な
く
、
よ
ほ
ど
悪
質
な
事
案
以
外
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
多
人
数
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
な
か
な
か
実
施
し
づ
ら
い
状
況
も

あ
っ
て
か
、
国
道
や
県
道
沿
い
の
森
や
林
に

酷
い
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
事
が
多

く
、
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

 

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
も
内
訳
は
色
々
あ
り
、
吸

殻
な
ど
の
他
、
介
護
用
お
む
つ
等
の
家
庭
ゴ

ミ
も
あ
れ
ば
、
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ト
イ

レ
を
我
慢
し
た
の
か
、
お
し
っ
こ
を
詰
め
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て

か
、
ビ
ー
ル
の
空
缶
や
貝
殻
な
ど
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
関
係
、
時
に
は
ま
だ
使
い
か
け
の
ガ

ス
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。  

 

人
間
は
勝
手
で
す
。
自
然
を
楽
し
み
た
い

と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
て
は
車
内
の
吸
殻

を
道
端
に
捨
て
、
釣
り
を
楽
し
ん
で
も
釣
り

糸
や
エ
サ
の
袋
は
そ
の
ま
ま
、
キ
ャ
ン
プ
場

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
も
、
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
な
い
か
ら
と
帰
り

道
の
ひ
と
け
の
な
い
林
で
キ
ャ
ン
プ
ゴ
ミ
を

放
り
投
げ
る
。
さ
ぞ
、
車
内
は
き
れ
い
に

な
っ
た
事
で
し
ょ
う
、
家
で
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ゴ
ミ
も
無
く
な
り
、
さ
ぞ
ス
ッ

キ
リ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
森
や
湖

に
残
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。

あ
な
た
が
捨
て
た
ゴ
ミ
で
森
や
湖
、
そ
し
て

川
を
通
じ
て
海
ま
で
も
汚
さ
れ
る
の
で
す
。

自
然
を
楽
し
み
、
親
し
み
、
豊
か
な
恵
み
に

感
謝
を
す
る
な
ら
、
ま
ず
、
自
分
の
出
し
た

ゴ
ミ
は
責
任
を
も
っ
て
自
宅
ま
で
持
ち
帰
る

こ
と
が
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
す 

 

ま
た
、
生
活
ゴ
ミ
は
な
お
さ
ら
で
す
。
こ
の

地
に
住
み
、
こ
の
地
を
愛
す
る
な
ら
身
勝
手

な
都
合
や
言
い
訳
で
野
山
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
こ
と
で
す
。 

 

持
続
可
能
な
社
会
、
誰
も
が
で
き
る
そ
の

第
一
歩
は
ゴ
ミ
を
野
山
に
捨
て
ず
、
自
分
の

住
む
地
域
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
「正
し
く
捨

て
る
」こ
と
で
す
。
美
し
い
自
然
が
大
切
に

守
ら
れ
、
後
世
に
末
永
く
継
承
さ
れ
れ
ば
、

き
っ
と
自
然
も
素
晴
ら
し
い
景
観
や
動
植

物
の
愛
ら
し
い
姿
で
、
私
達
に
微
笑
み
返
し

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

ＳＤＧｓコラム ごみについて考えよう 
 

み
な
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
？ 

富
士
北
麓
の
不
法
投
棄
の
現
状 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
レ
ジ
ャ
ー
を
！ 

５ 



 

モ
グ
ラ
塚 

 

関
東
平
野
部
の
桜
の
話
題
が
落
ち
着
く

と
、
富
士
北
麓
に
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
ツ
バ
メ
の
飛
来
や
道
端
の
ス
ミ
レ
に
も
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
、
ま
だ
緑
の
う
す
い
公

園
の
芝
生
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
大
の
土
の
塊
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
日
突

然
、
庭
に
土
の
塊
が
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
「モ
グ
ラ
塚
」

と
言
い
ま
す
。
そ
の
下
に
モ
グ
ラ
の
巣
が
あ
る

と
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
を
掘
っ
て
も
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
出
て
き
ま

せ
ん
。
モ
グ
ラ
塚
は
、
モ
グ
ラ
が
ト
ン
ネ
ル
を

掘
っ
た
土
を
地
上
に
押
し
出
し
た
も
の
で
す
。

富
士
北
麓
は
、
冬
季
に
地
表
面
が
固
く
凍
結

し
ま
す
。
春
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
土
壌

が
ゆ
る
む

と
、
モ
グ
ラ

は
、
ト
ン
ネ

ル

を

修

理
、
拡

大

し

ま

す
。

真

新

し
い

モ
グ
ラ
塚

を
見
か
け

る
と
、
春
の

訪
れ
を
感

じ
ま
す
。 

 

 

日
本
の
モ
グ
ラ 

 

富
士
北
麓
に
は
、
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
、
ア
ズ
マ
モ

グ
ラ
、
ミ
ズ
ラ
モ
グ
ラ
、
ヒ
ミ
ズ
、
ヒ
メ
ヒ
ミ
ズ

の
五
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
。
モ
グ
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
サ
ン
グ
ラ
ス 

、

ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
い
か
に
も
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
実
際
に
も
ま
さ
し

く
地
中
で
生
き
る
こ
と
に
特
化
し
た
哺
乳
類

で
す
。
た
だ
し
、
一
年
中
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
続

け
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
餌
と
な
る

ミ
ミ
ズ
を
探
知
し
て
追
っ
か
け
な
が
ら
ト
ン
ネ

ル
を
掘
り
進
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
モ
グ
ラ
は
、
そ
の
な
わ
ば
り
に
ト
ン
ネ
ル

網
を
作
り
、
普
段
は
そ
こ
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
つ

つ
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
出
て
く
る
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫

を
捕
ら
え
て
食
べ
て
い
ま
す
。 

 

畑
の
害
獣
？ 

 

 

畑
の
害
獣
と
し
て
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
モ

グ
ラ
で
す
が
、
モ
グ
ラ
の
仲
間
は
、
ほ
ぼ
完
全

な
肉
（
昆
虫
）
食
で
す
。
植
物
性
の
も
の
は
ほ

と
ん
ど
食
べ
ま
せ
ん
。
で
は
、
畑
の
作
物
を
荒

ら
す
の
は
誰
な
の
か
？
そ
れ
は
、
ネ
ズ
ミ
等
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
例
え
ば
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
は
、
そ
の

名
の
通
り
畑
や
牧
草
地
な
ど
の
柔
ら
か
な
土

壌
を
好
み
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
も
得
意

で
す
。
ち
ゃ
っ
か
り
モ
グ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
を
使

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

モ
グ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
力
は
強
大
な
た

め
、
花
壇
の
草
花
を
倒
し
た
り
、
き
れ
い
に
整

え
た
芝
生
上
の
モ
グ
ラ
塚
は
、
見
た
目
を
悪

く
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
１
頭
の
モ
グ

ラ
が
１
年
間
に
動
か
す
土
の
量
は
約
１
ト
ン

に
も
な
る
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
量
の

土
を
掘
る
こ
と
は
恩
恵
も
も
た
ら
し
ま
す
。

土
の
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
攪
拌
（か
く
は
ん
）さ

れ
、
ま
た
、
空
気
の
通
り
道
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
良
い
土
壌
が
作
ら
れ
る
の
で
す
。
モ
グ
ラ

が
棲
ん
で
い
る
こ
と
は
、
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫
も
た

く
さ
ん
い
る
良
好
な
環
境
の
証
拠
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。 

 

モ
グ
ラ
の
目 

 

モ
グ
ラ
に
も
目
は
あ
り
ま
す
が
、
光
の
明
暗

を
感
じ
る
程
度
で
物
を
識
別
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
光
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
暮
ら
し
の
モ

グ
ラ
に
は
必
要
な
い
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
見
え

て
い
な
い
の
で
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
も
平
気
で

す
。
モ
グ
ラ
が
太
陽
の
光
に
弱
い
と
言
う
の
は

迷
信
で
、
人
が
モ
グ
ラ
を
目
に
す
る
機
会
が
、

た
ま
た
ま
地
上
で
死
ん
で
い
た
り
、
捕
ま
え
た

モ
グ
ラ
が
逃
げ
出
す
と
同
時
に
急
い
で
土
に

潜
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
勘
違
い
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
視
覚
に
代
わ
っ
て
重
要
な
の
は
、

音
（聴
覚
）、
に
お
い
（嗅
覚
）、
そ
し
て
も
っ
と

も
重
要
な
の
が
振
動
（触
覚
）で
す
。
ト
ン
ネ

ル
の
壁
か
ら
伝
わ
る
振
動
を
全
身
で
感
知
し

て
世
の
中
を
見
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け

で
、
モ
グ
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
自
分
の
体
が
密

着
す
る
大
き
さ
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
モ
グ
ラ
は
広
い
空
間
が
苦
手

で
す
。
狭
い
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
体
に
伝
わ
る
振

動
を
感
触
に
よ
り
周
囲
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
何
も
体
に
触
れ
て
い
な
い
と

周
囲
の
状
況
が
わ
か
ら
ず
、
不
安
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
モ
グ
ラ
を
捕
ま

え
た
ら
、
バ
ケ
ツ
に
タ
オ
ル
と
一
緒
に
入
れ
て

お
く
だ
け
で
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
落
ち
着

き
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
泳

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
穴
掘
り
に
特

化
し
た
体
な
の
で
ジ
ャ
ン
プ
や
木
登
り
は
で
き

ま
せ
ん
。 

         

 

地
下
世
界
の
王
者 

 

 

タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
、
ア
ナ
グ
マ
は
、
巣
穴
を

掘
り
ま
す
。
ニ
ホ
ン
リ
ス
は
、
地
面
に
木
の
実

を
埋
め
て
蓄
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
土
を
掘

る
動
物
は
他
に
も
い
ま
す
が
、
モ
グ
ラ
は
、
た

ま
に
地
上
に
出
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
餌
探

し
、
食
事
、
休
息
、
子
育
て
な
ど
、
そ
の
生
活

の
ほ
と
ん
ど
を
地
下
で
過
ご
し
ま
す
。
モ
グ
ラ

ほ
ど
ほ
ぼ
完
全
な
地
中
生
活
者
は
い
ま
せ

ん
。
肉
食
獣
の
モ
グ
ラ
は
、
地
下
世
界
の
百
獣

の
王
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

地下トンネル沿いに 

点々と続くモグラ塚  

アズマモグラ（上）とアカネズミ（下）の 

                  頭骨比較 

↑ギザギザの歯は肉食の証 

左から、ヒメヒミズ、ヒミズ、ミズラモグラ 

アズマモグラ、コウベモグラ、サドモグラ 

日本産のモグラ 

６ 
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富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

南
館
展
示
紹
介  

  
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
、
南
館
の

展
示
内
容
を
見
直
し
、
令
和
4
年
4
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
こ
こ

で
は
一
足
先
に
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

●
 

展
示
解
説
の
見
直
し 

 

南
館
の
展
示
内
容
は
「信
仰
の
対
象
と
芸

術
の
源
泉
」に
つ
い
て
で
す
。
シ
ン
ボ
ル
オ
ブ

ジ
ェ
の
「富
嶽
３
６
０
」を
は
じ
め
多
く
の
展

示
物
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般

の
方
や
外
国
の
方
に
は
「理
解
が
難
し
い
」

と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

五
一
ヶ
所
の
展
示
パ
ネ
ル
を
一
層
丁
寧
な

内
容
に
改
め
ま
し
た
。 

 

と
て
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
解
説
が
さ

れ
て
い
る
た
め
、
富
士
山
の
持
つ
顕
著
で
普

遍
的
な
価
値
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

●
 

現
物
展
示
は
じ
め
ま
す 

 
 

今
ま
で
は
、
現
物
展
示
を
企
画
展
の
時

に
限
り
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
数
カ
所
常
設
で
現
物
展

示
を
行
い
ま
す
。  

 

富
士
山
ゲ
ー
ト
の
隣
に
は
、
実
際
に
富
士

講
が
使
用
し
た
「行
衣
」を
展
示
し
ま
す
。

富
士
登
山
は
修
行
で
あ
り
、
仏
の
住
む
世

界
の
山
頂
へ
の
旅
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
死
へ

の
旅
立
ち
と
同
じ
よ
う
な
白
い
行
衣
を
身

に
つ
け
て
登
山
し
た
の
で
す
。 

 

ま
た
、
病
魔
を
除
け
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
「富
士
山
牛
玉
宝
印
」な
ど
の
お
札

（ふ
だ
）、
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
た

関
東
・中
部
地
方
の
十
三
カ
国
を
描
い
た

「富
士
見
十
三
州
輿
地
全
図
」な
ど
の
展
示

を
行
い
ま
す
。 

●
 

富
士
山
の
あ
ゆ
み 

 
 

二
階
の
御
中
道
回
廊
を
進
ん
で
い
く

と
、
富
士
山
の
歴
史
が
分
か
る
「富
士
山
の

あ
ゆ
み
」を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
雄
大
な
自
然
と
富
士
山
を

想
う
人
び
と
と
の
関
わ
り
を
「富
士
山
誕

生
」「繰
り
返
す
噴
火
」「噴
火
の
収
束
」「信

仰
の
広
ま
り
」「富
士
講
の
隆
盛
」「あ
せ
な

い
信
仰
の
山
」の
六
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

富
士
山
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

パ
ネ
ル
を
追
っ
て
読
み
進
め
て
い
け
ば
、
富

士
山
の
歴
史
「博
士
」に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

●
 

世
界
遺
産
富
士
山
Ｖ
Ｒ 

 

浮
世
絵
に
も
描
か
れ
て
き
た
御
坂
峠
か

ら
富
士
山
頂
ま
で
、
か
つ
て
参
詣
者
が
歩
い

た
信
仰
の
道
を
体
験
で
き
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン

映
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
き
っ
と
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
登
山
を
体
験
で
き

る
で
し
ょ
う
。 

 

● 

ふ
じ
ガ
イ
ド 

 

「展
示
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
」を
一
新
し
ま
し

た
。W

eb

上
で
展
示
パ
ネ
ル
以
外
の
補
足
情

報
を
提
供
し
、
興
味
や
理
解
が
深
ま
り
ま

す
。
英
語
圏
以
外
の
多
言
語
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。 

 

     

 
 

 

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
時
期
は
改
め
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

 

是
非
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「南
館
」を

体
験
し
て
下
さ
い
。  

すっきりした床地図(一階) 

富士見十三州輿地全図 

富士山牛玉宝印 

ふじガイド 

７ 
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せ
め
て
旅
の
雰
囲
気
だ
け
で
も 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
気
ま
ま
に
外
に
出
て
、
好

き
な
よ
う
に
楽
し
む
こ
と
が
、
な
ん
と
な

く
難
し
い
御
時
世
で
す
。
旅
行
な
ど
も
そ

う
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
冬
の
企
画
展
で
は

「富
士
山
へ
の
旅
」を
テ
ー
マ
に
し
て
、
江
戸

時
代
の
後
半
を
中
心
に
、
資
料
を
集
め
ま

し
た
。
当
時
は
自
分
の
足
以
外
で
は
駕
籠

(

か
ご)

・馬
・舟
ぐ
ら
い
し
か
交
通
手
段
が

あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
旅
が
長
丁
場
に
な

り
、
実
に
あ
ち
こ
ち
に
寄
り
道
を
し
ま

す
。
目
的
地
ま
で
の
距
離
に
よ
っ
て
は
、
出

発
か
ら
帰
宅
ま
で
数
ヶ
月
か
か
る
こ
と
も

め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
よ
り
も

時
間
の
使
い
方
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
す
。
そ
ん

な
旅
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
企
画
し
ま
し
た
。 

 

信
仰
？
そ
れ
と
も
観
光
？ 

 

日
本
史
の
教
科
書
風
に
言
う
と
、
一
八

世
紀
の
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
は
じ
め
に

か
け
て
、
江
戸
の
町
人
を
代
表
例
と
す
る

庶
民
の
文
化
が
花
開
き
ま
す
。
そ
の
庶
民

の
娯
楽
と
し
て
旅
が
流
行
し
ま
す
。
た
だ

当
時
は
、
通
行
手
形
が
必
要
に
な
る
の

で
、
旅
の
目
的
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
目
的
は
ほ
と
ん
ど
が
寺
社

や
霊
山
へ
の
参
詣
か
湯
治
で
す
。
信
仰
心

を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
参
詣
は
名
目
で
、

実
際
は
観
光
だ
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
旅
日
記
な
ど
を
見
る
と
、

信
仰
心
を
持
ち
つ
つ
、
観
光
も
楽
し
ん
で

い
る
人
も
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

そ
の
一
人
が
大
坂
の
芙
蓉
亭
蟻
乗(

ふ
よ

う
て
い
ぎ
じ
ょ
う)

を
名
乗
る
鍛
冶
屋
さ
ん

で
す
。
彼
は
祖
父
の
代
か
ら
富
士
信
仰
に

あ
つ
く
、
念
願
叶
っ
て
富
士
登
頂
を
果
た

し
ま
す
。
そ
の
道
中
で
は
、
あ
ち
ら
の
寺

社
、
こ
ち
ら
の
名
所
と
寄
り
道
し
て
、
茶

屋
で
休
憩
す
る
と
き
は
、
だ
い
た
い
土
地

の
名
物
を
肴
に
酒
を
飲
み
ま
す
。
当
時
日

本
最
長
だ
っ
た
東
海
道
の
矢
作(

や
は
ぎ)

橋(
約
三
八
〇
㍍
、
愛
知
県
岡
崎
市)

で

は
、
酔
い
す
ぎ
て
渡
っ
た
事
自
体
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。 

 

『滑
稽
富
士
詣
』の
全
編
を
展
示 

 

幕
末
の
万
延
元
年(
一
八
六
〇)

か
ら
翌

年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
、
假
名
垣
魯
文

(

か
な
が
き
ろ
ぶ
ん)

の
『滑
稽
冨
士
詣(

こ
っ

け
い
ふ
じ
も
う
で)

』(

全
一
〇
編)

は
、
信
仰

よ
り
も
観
光
を
目
的
と
す
る
富
士
山
へ
の

旅
を
、
登
場
人
物
の
ド
タ
バ
タ
劇
を
通
し

て
書
か
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
富
士
山

の
部
分
は
二
編
か
ら
四
編
ま
で
の
部
分
で

す
が
、
今
回
は
そ
の
前
後
の
旅
の
様
子
も

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
一
〇
編
す
べ

て
を
展
示
し
ま
し
た
。
山
梨
県
の
吉
田
口

か
ら
登
り
、
静
岡
県
の
須
走
へ
下
り
、
大

山
詣(

お
お
や
ま
も
う
で)

な
ど
寄
り
道
を

し
て
江
戸
に
帰
る
と
い
う
、
江
戸
富
士
講

の
典
型
的
な
富
士
山
参
詣
コ
ー
ス
が
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。
図
は
山
上
か
ら
朝
日
を

拝
む
場
面
で
す
が
、
「死
ん
で
も
命
が
あ

る
よ
う
に
」な
ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手

な
事
を
祈
っ
て
ま
す
。 

 
文
人
た
ち
と
排
泄
物
問
題 

 

富
士
山
に
人
間
が
登
る
以
上
、
避
け
て

通
れ
な
い
の
が
排
泄
物
の
問
題
で
す
。
山

中
で
は
地
面
に
紙
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に

用
を
足
し
ま
し
た
。
学
者
の
原
得
斎(

と
く

さ
い)

は
、
そ
の
理
由
を
「天
狗
を
怒
ら
せ

な
い
た
め
」と
記
し
ま
す
。
土
佐
出
身
の
医

者
・池
川
春
水(

し
ゅ
ん
す
い)

は
、
「紙
を

敷
い
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
せ
下
に
染
み
こ

む
」と
、
冷
め
た
態
度
を
と
り
ま
す
。
画
家

の
中
山
高
陽(

こ
う
よ
う)

は
、
登
山
道
沿

い
に
紙
は
残
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
上
に
あ

る
は
ず
の
物
体
が
な
い
こ
と
に
疑
問
を
抱

き
ま
す
。
そ
し
て
、
寒
さ
と
乾
燥
で
固
く

な
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
強
風
で
飛
び
散

る
か
ら
そ
の
姿
を
見
な
い
と
の
結
論
に
至

り
ま
す
。 

 

彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
当
時
の
イ
ン
テ
リ
層
で

あ
る
「文
人
」で
す
。
彼
ら
が
富
士
山
に

登
っ
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
そ
の

体
験
や
山
上
か
ら
の
絶
景
は
、
彼
ら
に
仙

人
が
住
む
よ
う
な
聖
な
る
世
界
を
感
じ

さ
せ
る
の
に
十
分
で
し
た
。
信
仰
か
？
観

光
か
？
と
い
う
区
別
以
前
に
、
富
士
山
は

人
び
と
に
崇
高
な
気
持
ち
を
感
じ
さ
せ
て

き
た
の
で
す
。 

 
 企

画
展
の
内
容
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

（
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/
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富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

富士山環境学習支援プログラムのお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山を愛する心や

環境保全の意識を育むことを目的とした、富士山レンジャーによる富士山学習の支援事業を実施してお

ります。交通費や謝礼は一切必要ありません。各種研修にぜひご活用ください。 

 

実施日・時間   原則として平日の毎日（年始年末を除く）９時30分～16時30分の時間帯30分～90分 

対象       地域住民、各種団体、企業等、児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

定員       最大25名まで（プログラムの内容により異なります。） 

申込み      原則として希望日の１か月前までにお申込みください。 

 

※詳細は下記よりご確認ください。 

            https://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan/manabo/manabo001/index.html 

～ i n f o r m a t i o n ～ 

第19回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～入賞・入選作品展 

 以下の日程で、入賞・入選作品200点の作品展を行います。富士山への様々な思いにあふれた 

年賀状をぜひ会場でお楽しみください。 

 

 4月 1日（金）～ 4月20日（水）   道の駅なるさわ（鳴沢村） 

 4月22日（金）～ 5月22日（日）   河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町） 

 5月23日（月）～ 6月12日（日）   三ツ峠グリーンセンター（西桂町） 

 6月15日（水）～ 7月 6日（水）   ふじさんミュージアム（富士吉田市） 

 7月 7日（木）～ 7月28日（木）   紅富士の湯（山中湖村）  

 8月 1日（月）～ 8月31日（水）   山梨中央銀行本店（甲府市） 

 9月 1日（木）～ 9月19日(月・祝）  四季の杜おしの公園 小池邦夫絵手紙美術館（忍野村） 

 9月21日（水）～10月11日（火）   道の駅すばしり（静岡県駿東郡小山町） 

 10月13日（木）～10月30日（日）   身延町みすきふれあい館（身延町） 

 11月 1日（火）～11月17日（木）   韮崎市立大村記念図書館（韮崎市） 

 

※各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

※他の会場でも開催予定です。詳細は次のURLをご覧ください。 

       https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/no19_kinga_top.html 


